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保育の公平性を求めた請

願を全会一致で可決

市議会には、平成２７年度に町田市の教育

予算が減額されていることで、学校内での備

品費、消耗品費他に窮しているとの事実が伝

えられています。その状況の改善を図るため

に、必要な学校教育予算を確保するように求

める決議を「全会一致」で可決しました。

幼児保育の分野において、町田市は施設の

新規増設を施策の中心にすえてきました。こ

の行政施策に対して、町田市における現況の

課題は、定数数に不足する保育士の確保とそ

の待遇改善が優先課題だと指摘してきまし

た。私は決算委員会の審議を通じて、その改

善を求める付帯意見を付けましたので、来年

度に一定の改善が図られるでしょう。

さらに、子ども施策に関して、保育環境の

整備が進んでも、施設に入っていない幼児に

は、行政の施策が及んでいないことに関して、

その改善を求める請願が提出されました。そ

の趣旨は、施設に入らないと保育の支援がな

いことに関して、家庭内で保育する乳幼児に

対して財政的な支援を公平に行ってほしいと

言うものでした。この請願に対して、行政の

考えは、保育の施設に入っていない乳幼児に

対して負担はできないというものでした。通

常、こうした事態を「（請願の）願意に実現性

が無い」と称することがありますが、市議会

は現状の法律や条例に定められていなくて

も、その一部でも改善されることを要求する

意味で、その請願の趣旨を生かして、行政に

その施策の転換を求めるために、請願採択を

全会一致で決めました。

ビブリオバトルと図書
千代田区大手町にある読売新聞ビルのよみ

うり大手町ホールで開催された、「全国大学ビ

ブリオバトル 」（ ）を見学しま

した。これまでに、 回開催されてきました。

出場者は全国の地区予選で選ばれた大学生

人、観覧者は一般募集の 人でした。端的

に言えば、出場者が自分で気に入った本を出

席者の前で紹介し、どの本を読みたくなった

かを決するものです。 分で紹介し、 分の質

疑を受けるルールです。参加者に最高の支持

があった本がチャンプ本と呼ばれます。

私が最初にこの取り組みを知ったのは、福

島県内の「桜の聖母女子短大」で開催された

バトルを見てのことでした。大学生以外にも

高校生のバトルもあり、あるいは書店が主催

するもの、あるいは個別の大学・学校単位に

開催されているものもあるようです。読書好

きの若者が参加する有意義な取り組みです。

思うに、町田市で考えると、町田市立図書

館で行えば、世代を超えて読書人を増やす取

り組みになると思われます。今後の議会で、

この知的書評合戦（ビブリオバトル）という

企画を提案してみようと思っています。
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市議会改革調査特別委員会が終結
地方自治体議会で、政務活動費の使途をい

かに透明化するか、適正化とはなにかが問わ

れており、当、町田市議会でも、市議会改革

調査特別委員会を設置して半年間議論を重ね

ました。もちろん、委員会の過程で全会一致、

あるいは多数、あるいは少数意見で退けられ

たものもありました。最終的に、平成 27年度
第 4定例会で、特別委員会提出議案として本
会議で諮かられ、条例を改正した次第です。 
政務活動費の使途の領収書の公開では、公

開方法をネット公開に改善し、外部から常時

閲覧することが可能になり、透明度を高める

変更を決めました。 
また、政務活動費の支出項目、記載名で使

用する言葉を明確化しました。そして、一部

定額支給（通信費関係）がありましたが、今

回の改正で領収書等の添付と、実額制に基づ

く年間上限設定を定めました。市議会の政務

活動費（月間 6万円相当・23区の 4分の 1～
約 3分の 1）の上限は検討せず、据え置きを
前提にしています。＊なお、町田市議会は報

酬年額を議会決定で平成 26年度より減額し
ています。 （↓：放映ＴＶ映像を撮影） 

 
テレビ朝日「ビートたけしの タックル」より

スタジオ出演の依頼があり、政務活動費を語る。

議員報酬と政務活動費

千代田区では、千代田区議会 議員）の政務

活動費の報酬振り替え問題が話題になってい

ます。千代田区の報酬審議会では、政務活動

費を大半、報酬に振り返る案（月額 万円→

月額 万円減額し、 万円を報酬に上積みす

る案）を策定し、区長に答申したと言うニュ

ースが発表されました。

それでは、千代田区議会はどう考えるのか、

「使途の報告を義務付ける政務活動費制度は

廃止すべき」と言う答申の趣旨には、「迷惑」

と言うスタンスのようです。恐らく、大半の

議員がそのように答えるのではないでしょう

か。この答申内容は、政治の透明化を求める

世論に逆行するものと判断されました。

もちろん、今回の答申に至る中で、誰かが

その答申に繋がる意見を主張したから、その

考え方が出てきたわけでしょう。しかし、政

治家は目ざといのでメディアを始めとする大

批判が起きると、そうした火の粉から遠ざか

りたいもので、だれが言っていたのか、どの

ように言っていたかは不明になるのが常で

す。よって、今回の千代田区の千代田区議会

議員）の政務活動費の報酬振り替え問題は振

り出しに戻る可能性が出てきました。

結果的に、この答申を行った学者がバカを

見る可能性が出てきましたが、「透明性の確

保」を求めない答申は、中に浮くこともある

ことを知るべきでしょう。先に、議会の意見

を明確に出したうえで、それと世間の例を加

味して考えるのが時勢に精通した学者と言え

ましょう。と言うことで、今回は区長も責任

が無く、全ては審議会が独走したと言う収束

が最も有り得る姿ではないでしょうか。
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